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＜研究の動機＞ 

薬を飲むときに水だけを先に飲みこんで 
しまい薬が喉に残ったり、飲んだ後に 
薬が喉に残っているような違和感を 
感じたりすることがあるため。 
 

　 

＜先行研究＞ 
オブラートや薬用ゼリーを用いたり、水に 
とろみをつけたりすると飲みやすくなる。 
【知っておきたい】誤嚥をふせぐ薬の 

　飲み方と家庭でできる工夫 

 
＜研究方法＞ 
①粉ミルク・ラムネをそれぞれゼリー・ 
　とろみ剤・オブラートで包む。 
②実際に飲んで貰い、粉薬・錠剤それぞれ　で
1番飲みやすい物のアンケートを取る。 
（粉薬は粉ミルク、錠剤はラムネを代替品　とし
て用いる） 

＜必要な道具＞ 
・ラムネ　　・紙コップ 
・とろみ剤　・紙皿 
・薬用ゼリー・スプーン 
・オブラート・ラップ 
・粉ミルク　  ・電子天秤　 

 

＜仮説＞ 

錠剤では滑らかで均一なゲル状である薬用 
ゼリーの方が飲みやすく粉薬では液体に近い状態
のとろみ剤の方が飲みやすい。 

 

＜研究結果＞ 

①薬用ゼリー・オブラート・とろみ剤の 
　中で、粉薬・錠剤ともに薬用ゼリーが一番 
　薬が飲みやすいことがわかった。私達は、 
　2番目に評価が高かったとろみ剤の粘度を 
　変えたら飲みやすくなるのではと考えた。 
 
➡粉薬　　　　　　　➡錠剤 
 
 
 
②とろみの粘度を変えて実験し、濃いとろみ　のと
きに最も飲みやすいことがわかった。 
　そこで、飲んでもらう実験のときに、薬用 
　ゼリーとの比較に用いるとろみ剤の粘度を　中
間から濃いものに変えることにした。 
 
 
 
 
 
 
③30人に実際に飲んでもらい、薬用ゼリー・とろみ
剤のどちらが飲みやすいかのアンケートを実施し
た。以下のような結果となった。  

 
　◎粉薬 
　とろみ剤➡６人 
　ゼリー　➡２４人 

 
　◎錠剤 
　とろみ剤➡９人 
　ゼリー　➡２１人 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＜研究の目的＞ 
薬に合った最適な飲み方を見つけ、 
お年寄りや子どもの嚥下障害を 
軽減する手助けをする。 

 

 

〈考察〉 
これらの結果から、粉薬・錠剤のどちらも 
薬用ゼリーで飲むのが一番飲みやすいことがわ
かった。理由としては、薬用ゼリーに流動性があ
り、喉の引っかかりを感じにくかったことが挙げら
れる。また、とろみ剤との違いとして、１つ１つかた
まりがあることで、薬が喉に残るような違和感を解
消することにつながっていると考えられる。 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